
役員及び評議員等の報酬等に関する規程
（目的）
第1条　この規程は、社会福祉法人ゆたか（以下「当法人」という。）の定款第9条及び第

23条の規定に基づき、役員及び評議員等の報酬等に関し必要な事項を定めることを目的
とする。

（定義）
第2条　この規程において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定めるところによ
る。
1. 役員とは、理事及び監事をいう。
2. 評議員等とは、評議員及び評議員選任・解任委員をいう。
3. 報酬等とは、報酬、賞与その他の職務執行の対価として受ける財産上の利益及び退

職慰労金であって、その名称の如何を問わない。なお、費用とは明確に区分される
ものとする。

4. 費用とは、職務遂行に伴い発生する交通費、旅費（宿泊費を含む。）、日当及び手
数料等の経費をいい、報酬とは明確に区分されるものとする。

（報酬の支払い）
第3条　役員及び評議員等に対しは、職務執行の対価として、報酬等を支給するものとす
る。

　２　賞与及び退職慰労金は支給しないものとする。
（報酬等の額の算定方法）
第4条　役員及び評議員等に対する報酬等の額は、次に掲げる報酬等の区分に応じ、当該
各号に定める範囲内で、理事会において決定する。

1. 週平均2日以上又は月4回以上業務にあたる理事に対する報酬の額は、別表第1に定
める額

2. 前号の理事以外の理事に対する報酬の額は、別表第2に定める額
3. 監事に対する報酬の額は、別表第3に定める額
4. 評議員に対する報酬の額は、別表第4に定める額
5. 評議員選任・解任委員会に対する報酬の額は、別表第5に定める額
　２　役員に対する報酬の総額については、別表第7に定める金額
　３　評議員等に対する報酬の総額については、別表８に定める金額
（報酬等の支給方法）
第5条　役員及び評議員等に対する報酬等の支給の時期は、次の各号による区分に応じ
て、当該各号に定める時期とする。

1. 理事会、評議委員会又は評議員選任・解任委員会への出席など法人・施設運営のた
めの業務にあたった場合、その都度支給する。

2. 理事に対して月額で報酬を支払う場合、その支給日は毎日25日とする。
ただし、その日が土曜日、日曜日又は祝日の場合、その日前においてその日に最も
近い営業日を支給日とする。

２　報酬等は、現金により本人に支給する。ただし、本人の同意を得れば、本人の指定
する本人名義の金融機関の口座に振り込むことができる。
３　報酬等は、法令の定めるところによる控除すべき金額及び本人から申し出のあった
立替金、積立金等を控除して支給する。



（費用）
第6条　役員及び評議員が出張する場合は、別に定める旅費規程に基づいて、旅費を支給
する。

　２　役員及び評議員等が職務の遂行に当たって旅費以外の費用を要する場合は、別表第
6の金額を上限として支給する。

（補則）
第7条　この規程の実施に関し必要な事項は、理事長が理事会の決議を経て、別に定め
る。
（改廃）
第8条　この規程の改廃は、評議員会の承認を受けて行う。

附則
この規程は、平成２９年５月３１日より施行する。
この規程は、平成３１年４月１日に改正し、同日施行する。
この規程は、令和３年５月２０日に改正し、同日施行する。

関連規程
定款
評議員選任・解任委員会運営細則

別表第１　（週平均２日以上又は月４回以上業務にあたる理事に対する報酬）

・当法人の財務状況に応じて、月額報酬を減額もしくは支払わないものとすることができ、
その決定は理事会にて行う。
・月額報酬の支給を受ける理事は、別表第２に掲げる報酬を受け取らないものとする。
・評議員会に出席する理事は常勤理事とする。
別表第２（別表第１以外の理事に対する報酬）　　

別表３（監事に対する報酬）

勤務時間 業務報酬（月額）
週平均１０時間未満 １００，０００円（上限）
週平均１０時間以上 １，０００，０００円（上限）

業務内容 業務報酬（日額）
理事会出席 ３，０００円

上記以外の法人・施設運営のための業務 ５，０００円



別表第４（評議員に対する報酬）

別表第５（評議員選任・解任委員に対する報酬）

別表６（役員及び評議員等に対する費用弁償）

　　費用弁償：３，０００円（上限）
別表第7（役員報酬の総額）
１　理事
① 業務報酬
常勤理事3名（理事長・業務執行理事2名）
別表第1により　　月額1,000,000円×12ヵ月=12,000,000円・・・A

② 会議報酬
非常勤理事（別表第1以外）3名
理事会に理事全員が出席　定期的開催年2回　臨時的開催3回　年間5回想定
別表第2により　　1回3,000円×理事3人×5回=45,000円・・・B

③ 上記以外の法人・施設運営のための業務　1人当たり年間2回想定
別表第2により　　1回5,000円×理事3人×2回＝30,000円・・・C

B＋C＝75,000円・・・D
A+D=12,075,000円

理事報酬は12,075,000円となるが、余裕を見て12,200,000円とする。・・・E

　２　監事
① 会議報酬

　　　　　理事会に監事全員が出席（当園に常勤監事は不在）
　　　　　定期的開催年2回　臨時的開催3回　年間5回想定
　　　　　別表第3により　　1回3,000円×監事2人×5回＝30,000円・・・F

② 監事監査に監事全員が出席　　年間1回を想定
　　　　　別表第3により　　1回7,000円×監事2人×1回＝14,000円・・・G

③ 評議員会に監事1名出席　定期的開催年２回　臨時的開催2回　年間4回想定

業務内容 業務報酬（日額）
理事会・評議員会出席 ３，０００円

監事監査 ７，０００円
上記以外の法人・施設運営のための業務 ５，０００円

業務内容 業務報酬（日額）
評議員会出席 ３，０００円

上記以外の法人・施設運営のための業務 ５，０００円

業務内容 業務報酬（日額）
評議員選任・解任委員会出席 ３，０００円

上記以外の法人・施設運営のための業務 ５，０００円



別表第3により　　　1回3,000円×監事1人×4回=12,000円・・・H
④ 上記以外の法人・施設運営のための業務　1人当たり年間2回想定

　　　　　別表第3により　　1回5,000円×監事2人×２回＝20,000円・・・I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 F＋G＋H+I＝76,000円
　　　     監事報酬は76,000円となるが、余裕を見て100,000円とする。・・・J
   

よって、役員報酬の総額はE＋I＝12,300,000円とする。
　別表第8（評議員等の報酬の総額）
　１　評議員

① 評議員会に評議員全員が出席　
定期的開催年2回　臨時的開催2回　年間4回想定
別表第4により　　1回3,000円×評議員7人×4回=63,000円・・・K

② 上記以外の法人・施設運営のための業務　1人当たり年間1回想定
別表第4により　　1回5,000円×評議員7人×２回=70,000円・・・L

K+L=133,000円
      評議員報酬は、133,000円となるが、余裕を見て200,000円とする。・・・M
　２　評議員選任・解任委員

① 評議員選任・解任委員会に委員全員が出席
　　　　評議員の任期は4年間であるが、辞任等を考慮して年間1回想定
　　　　別表第5により　　　　1回3,000円×委員3人×1回=9,000円・・・N

② 上記以外の法人・施設運営のための業務　1人当たり年間1回想定　
別表第5により　　 　1回5,000円×委員3人×1回=15,000円・・・O

N+O=24,000円
評議員選任・解任委員の報酬は24,000円となるが、

余裕を見て50,000円とする。・・・P
よって、評議員等の報酬の総額はM+P=250,000円とする。


